
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】目的観察部位へのカプセルの導入をスムーズに

行え、かつ特定部位の詳細観察に適したカプセル型医療

装置を提供する。

【解決手段】超音波カプセル１０を構成するカプセル１

の内部所定位置には超音波振動子３を備えた超音波ユニ

ット４が配置され、超音波振動子３の周りには超音波伝

達媒体５が封入されている。カプセル１の進行方向前方

側にはガイドワイヤ１１が挿通されるガイドワイヤ挿通

ポート６が形成されている。このガイドワイヤ挿通ポー

ト６の一端側開口６ａはカプセル１の半球状端部の略中

央に形成され、他端側開口６ｂはカプセル１の側周面に

形成されている。超音波ユニット４は、超音波振動子３

を配置した振動子保持部材７と、軸部２ａを有する駆動

モータ２と、駆動モータ２の回転を検出するエンコーダ

８と、超音波振動子３が受信したエコー信号が図示しな

いブラシを介して伝達されるスリップリング部９とで主

に構成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 腔 内 に 送 り 込 ま れ る カ プ セ ル 内 に 観 察 ・ 診 断 若 し く は 処 置 等 の 医 療 行 為 を 行 う た め の 装
置 を 配 置 し た カ プ セ ル 型 医 療 装 置 に お い て 、
前 記 カ プ セ ル の 所 定 位 置 に ガ イ ド ワ イ ヤ が 挿 通 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 カ プ セ ル 内 に 、 こ の カ プ セ ル 内 に 配 置 さ れ た 観 察 ・ 診 断 若 し く は 処 置 な ど の 医 療 行 為
を 行 う た め の 装 置 を 駆 動 さ せ る 駆 動 モ ー タ を 配 設 す る と き 、
こ の カ プ セ ル 内 に 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を 前 記 カ プ セ ル を 移 動 さ せ る 推 進 力 に 変 化 さ
せ る 推 進 力 発 生 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ る カ プ セ ル 内 に 観 察 ・ 診 断 ・ 若 し く は 処 置 等 の 医 療 行 為 を
行 う た め の 装 置 を 配 置 し た カ プ セ ル 型 医 療 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 細 長 の 挿 入 部 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 部 に 設 け た 観 察 光 学 系 や 超
音 波 振 動 子 等 の 観 察 手 段 を 介 し て 体 腔 内 等 の 観 察 、 診 断 及 び 処 置 等 を 行 え る 内 視 鏡 が 広 く
利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 観 察 ・ 診 断 若 し く は 処 置 等 の 医 療 行 為 を 行 う た め の 装 置 を 小 型 の カ プ セ ル 内 に 配 置
し て 、 こ の カ プ セ ル を 患 者 に 飲 み 込 ん で も ら う こ と に よ り 、 小 腸 近 傍 等 、 細 長 な 挿 入 部 を
有 す る 内 視 鏡 で も 到 達 が 困 難 で あ っ た 体 腔 内 深 部 の 観 察 を 行 う 目 的 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置
が 各 種 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ５ ７ ５ ５ 号 公 報 に は カ プ セ ル 内 視 鏡 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の カ
プ セ ル 内 視 鏡 で は 、 管 腔 部 分 移 動 中 に 照 明 手 段 に よ っ て 照 ら さ れ た 観 察 部 位 を 、 対 物 レ ン
ズ を 通 し て イ メ ー ジ セ ン サ に 結 像 さ せ 、 こ の イ メ ー ジ セ ン サ で 光 電 変 換 し た 電 気 信 号 を 無
線 で 体 外 に 設 置 さ れ て い る 画 像 処 理 装 置 に 送 信 し て 、 内 視 鏡 画 像 を 取 得 し て 観 察 や 診 断 を
行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ５ ７ ５ ５ 号 公 報 （ 頁 ３ 及 び ４ 、 図 １ な い し 図 ６ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ５ ７ ５ ５ 号 公 報 の カ プ セ ル 内 視 鏡 は 、 体 内 の 蠕 動 等
を 利 用 し て 管 腔 部 分 を 一 方 向 に 移 動 し て い く 。 こ の た め 、 被 験 者 が カ プ セ ル 内 視 鏡 を 飲 み
込 ん で か ら 目 的 観 察 部 位 に 到 達 す る ま で の 時 間 を 予 測 す る こ と が 難 し く 、 目 的 観 察 部 位 の
観 察 や 診 断 を 行 う タ イ ミ ン グ を 逸 す る お そ れ が あ っ た 。 ま た 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 の 進 行 速 度
や 向 き の 制 御 を 行 え な い た め 、 特 定 部 位 を 詳 細 に 観 察 す る こ と が で き な い と い う 不 具 合 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 目 的 観 察 部 位 へ の カ プ セ ル の 導 入 を ス ム
ー ズ に 行 え 、 か つ 特 定 部 位 の 詳 細 観 察 に 適 し た カ プ セ ル 型 医 療 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 は 、 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ る カ プ セ ル 内 に 観 察 ・ 診 断 若 し く は
処 置 等 の 医 療 行 為 を 行 う た め の 装 置 を 配 置 し た カ プ セ ル 型 医 療 装 置 で あ っ て 、
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前 記 カ プ セ ル の 所 定 位 置 に ガ イ ド ワ イ ヤ が 挿 通 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト を 設 け て い る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 カ プ セ ル 内 に 、 こ の カ プ セ ル 内 に 配 置 さ れ た 観 察 ・ 診 断 若 し く は 処 置 な ど の 医
療 行 為 を 行 う た め の 装 置 を 駆 動 さ せ る 駆 動 モ ー タ を 配 設 す る と き 、
こ の カ プ セ ル 内 に 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を 前 記 カ プ セ ル を 移 動 さ せ る 推 進 力 に 変 化 さ
せ る 推 進 力 発 生 手 段 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ ら の 構 成 に よ れ ば 、 体 腔 内 の 目 的 観 察 部 位 近 傍 に 予 め 内 視 鏡 を 利 用 し て ガ イ ド ワ イ ヤ
を 留 置 し 、 そ の 後 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ を カ プ セ ル に 設 け た ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト に 通 し
、 こ の 状 態 で カ プ セ ル を 被 験 者 に 飲 み 込 ん で も ら う 。 こ の こ と に よ っ て 、 カ プ セ ル は 体 腔
内 を ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 直 接 的 に 移 動 し て 目 的 観 察 部 位 に 向 か っ て い く 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を 推 進 力 発 生 手 段 に よ っ て 推 進 力 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、
こ の カ プ セ ル の 進 行 速 度 或 い は 進 行 方 向 等 を 適 宜 変 化 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ な い し 図 ６ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 構 成 を 説 明
す る 図 、 図 ２ は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図 、 図 ３ は ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 に
特 徴 を 有 す る カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 使 用 例 を 説 明 す る 図 、 図 ４ は 外 周 面 に 特 徴 を 有 す る カ
プ セ ル 型 医 療 装 置 を 説 明 す る 図 、 図 ５ は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 応 用 例 を 説 明 す る 図 、 図 ６
は ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト の 配 置 位 置 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 図 １ （ ａ ） は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 長 手 方 向 の 構 成 を 説 明 す る 図 、 図 １ （ ｂ ） は 図
１ （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 図 ２ （ ａ ） は 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 介 し て 目 的 観 察 部 位 近 傍 に ガ
イ ド ワ イ ヤ の ワ イ ヤ 先 端 を 配 置 し て い る 状 態 を 示 す 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 体 腔 内 に 留 置 さ れ た
ガ イ ド ワ イ ヤ を 説 明 す る 図 、 図 ２ （ ｃ ） は ガ イ ド ワ イ ヤ を 介 し て 導 入 さ れ る 超 音 波 カ プ セ
ル を 説 明 す る 図 、 図 ３ （ ａ ） は ガ イ ド ワ イ ヤ の ワ イ ヤ 先 端 側 を 説 明 す る 図 、 図 ３ （ ｂ ） は
ガ イ ド ワ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 図 、 図 ４ （ ａ ） は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 長 手 方 向 の 構 成 を
説 明 す る 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 図 ４ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 、 図 ６ （ ａ ） は カ プ セ ル の 長 手 方
向 側 部 に ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト を 形 成 し た カ プ セ ル 内 視 鏡 を 示 す 図 、 図 ６ （ ｂ ） は カ プ
セ ル の 長 手 方 向 中 央 に ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト を 形 成 し た カ プ セ ル 内 視 鏡 を 示 す 図 、 図 ６
（ ｃ ） は 図 ６ （ ｂ ） の Ｄ － Ｄ 線 断 面 図 、 図 ６ （ ｄ ） は カ プ セ ル の 長 手 方 向 軸 に 直 交 す る 軸
に 沿 っ て ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト を 形 成 し た カ プ セ ル 内 視 鏡 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 に お い て は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 を 、 図 １ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に カ
プ セ ル １ の 内 部 に 駆 動 モ ー タ ２ で 回 転 駆 動 さ れ て 、 超 音 波 を 長 手 軸 方 向 に 対 し て 直 交 す る
方 向 に 出 射 す る 超 音 波 振 動 子 ３ を 有 す る 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル （ 以 下 、 超 音 波 カ プ セ ル と
略 記 す る ） １ ０ と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ の カ プ セ ル １ の 内 部 所 定 位 置 に は 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ を 備 え た 超
音 波 ユ ニ ッ ト ４ が 配 置 さ れ 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ の 周 り に は 水 、 流 動 パ ラ フ ィ ン 等 の 超 音
波 伝 達 媒 体 ５ が 封 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 カ プ セ ル １ の 進 行 方 向 前 方 側 に は 後 述 す る ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ が 挿 通 さ れ る ガ イ ド ワ イ
ヤ 挿 通 ポ ー ト （ 以 下 、 ワ イ ヤ ポ ー ト と 略 記 す る ） ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ワ イ ヤ ポ ー ト
６ の 一 端 側 開 口 ６ ａ は 前 記 カ プ セ ル １ の 半 球 状 端 部 の 略 中 央 に 形 成 さ れ 、 他 端 側 開 口 ６ ｂ
は 前 記 カ プ セ ル １ の 側 周 面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト ４ は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ を 配 置 し た 振 動 子 保 持 部 材 （ 以 下 、 ハ ウ ジ
ン グ と 記 載 す る ） ７ と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ ７ を 支 持 す る 軸 部 ２ ａ を 有 す る 前 記 駆 動 モ ー タ ２
と 、 こ の 駆 動 モ ー タ ２ の 回 転 を 検 出 す る エ ン コ ー ダ ８ と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ が 受 信 し た
エ コ ー 信 号 が 図 示 し な い ブ ラ シ を 介 し て 伝 達 さ れ る ス リ ッ プ リ ン グ 部 ９ と で 主 に 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 前 記 カ プ セ ル １ 内 に は 、 例 え ば コ イ ル を 使 用 し て 電 磁 誘 導 に よ っ て 前 記 駆 動 モ ー タ
２ に 電 力 を 供 給 す る 図 示 し な い 電 力 供 給 部 や 、 前 記 ス リ ッ プ リ ン グ 部 ９ 及 び エ ン コ ー ダ ８
の 信 号 の 授 受 を 無 線 方 式 で 伝 送 す る 無 線 送 受 信 部 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ て お り 、 図 示 し な
い 超 音 波 観 測 装 置 と 信 号 の 送 受 が 行 わ れ る 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 に は 前 記 無 線 送 受 信 部 か ら 伝 送 さ れ る 信 号 を 基 に リ ア ル タ イ ム
の エ コ ー デ ー タ を 生 成 す る 超 音 波 観 測 部 （ 不 図 示 ） や こ の 超 音 波 観 測 部 で 生 成 し た エ コ ー
デ ー タ を 基 に 超 音 波 断 層 画 像 の 構 築 等 、 画 像 処 理 を 行 う 画 像 処 理 部 等 が 設 け ら れ て い る 。
こ の 画 像 処 理 部 で 生 成 さ れ た 超 音 波 映 像 信 号 は 、 図 示 し な い 表 示 装 置 に 出 力 さ れ る 。 こ の
こ と に よ っ て 、 こ の 表 示 装 置 の 画 面 上 に 診 断 の た め の 超 音 波 診 断 断 層 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 述 の よ う に 構 成 し た 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。
前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を 使 用 し て 目 的 観 察 部 位 の 超 音 波 診 断 断 層 画 像 の 観 察 を 行 う 場 合
、 ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 図 示 し な い 処 置 具 チ ャ ン ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 の 挿 入 部 ２
０ を 目 的 観 察 部 位 に 可 能 な 限 り 近 付 く よ う に 挿 入 す る 。 そ し て 、 前 記 内 視 鏡 の 処 置 具 チ ャ
ン ネ ル を 利 用 し て ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ の ワ イ ヤ 先 端 １ １ ａ を 目 的 観 察 部 位 の 近 傍 に 配 置 す る
。 そ の 後 、 前 記 挿 入 部 ２ ０ を 体 腔 内 か ら 抜 去 し て 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 体 腔 内 に ガ イ
ド ワ イ ヤ １ １ を 留 置 し た 状 態 に す る 。 そ し て 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ の ワ イ ヤ 基 端 １ １ ｂ
を 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ に 設 け ら れ て い る ワ イ ヤ ポ ー ト ６ に 挿 通 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ が ワ イ ヤ ポ ー ト ６ に 挿 通 さ れ た 状 態 の 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を
被 験 者 に 飲 み 込 ん で も ら う 。 す る と 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ が ガ イ
ド ワ イ ヤ １ １ に 導 か れ て 破 線 に 示 す よ う に 食 道 、 胃 内 等 を ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 沿 っ て ス ム
ー ズ に 移 動 し て 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ の ワ イ ヤ 先 端 １ １ ａ が 配 置 さ れ て い る 目 的 観 察 部
位 近 傍 ま で 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ の 後 は 、 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ が ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ か ら 抜 け 出 て 、 超 音 波 伝 達 媒 体 で
満 た さ れ て い る 管 腔 内 を 移 動 し て 、 目 的 観 察 部 位 を 通 過 し て 更 に 奥 に 向 か っ て 移 動 し て い
く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の と き 、 こ の 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ か ら は 超 音 波 観 測 装 置 に 向 け て 所 定 の 電 気 信 号 が 伝 送
さ れ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 表 示 装 置 の 画 面 上 に 超 音 波 診 断 断 層 画 像 が 表 示 さ れ て 、 観 察
、 診 断 を 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 、 超 音 波 カ プ セ ル に ガ イ ド ワ イ ヤ が 挿 通 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト を 設 け る
こ と に よ っ て 、 予 め 、 内 視 鏡 を 利 用 し て 目 的 観 察 部 位 近 傍 に 留 置 さ せ た ガ イ ド ワ イ ヤ を 介
し て 、 超 音 波 カ プ セ ル を ス ム ー ズ に 目 的 観 察 部 位 に 導 入 し て 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ の ワ イ ヤ 先 端 １ １ ａ 側 に 図 示 し な い 内 視
鏡 の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル の 内 径 寸 法 よ り 小 径 で 、 か つ 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ の ワ イ ヤ ポ ー
ト ６ の 内 径 寸 法 よ り 大 径 に 形 成 し た 例 え ば 球 形 の 保 持 部 １ １ ｃ を 設 け て お く こ と に よ っ て
、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 設 け ら れ て い る 保 持 部 １ １ ｃ に 到 達 し て 保
持 状 態 の 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を 蠕 動 に よ っ て 前 進 さ せ た 状 態 で 観 察 を 行 っ た り 、 こ の ガ イ
ド ワ イ ヤ １ １ を 手 元 側 に 引 き 戻 し て 前 記 保 持 部 １ １ ｃ で 保 持 さ れ て い る 超 音 波 カ プ セ ル １
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０ を 実 線 に 示 す よ う に 停 止 さ せ た 状 態 で 観 察 を 行 っ た り 、 一 度 、 一 点 鎖 線 に 示 す よ う に 目
的 観 察 部 位 を 通 過 し て し ま っ た 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ を 引 き 戻 す こ と に
よ っ て 例 え ば 実 線 に 示 す 位 置 ま で 移 動 さ せ て 、 目 的 観 察 部 位 の 再 度 の 観 察 等 を 行 え る 。 そ
し て 、 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を 回 収 す る 際 に は 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ を 引 き 戻 し て ガ
イ ド ワ イ ヤ １ １ と と も に 口 腔 か ら 抜 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 に 保 持 部 を 設 け て お く こ と に よ っ て 、 こ の ガ イ ド ワ イ
ヤ に 配 置 さ れ た 超 音 波 カ プ セ ル を 停 止 保 持 状 態 に し て の 超 音 波 観 察 や 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 引
き 戻 し て 一 旦 通 過 し た 目 的 観 察 部 位 の 再 度 の 超 音 波 観 察 等 を 行 っ て 、 特 定 部 位 の 詳 細 観 察
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 図 ４ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ の 側 面 に 突 起 部 １ ２ を
形 成 し 、 こ の 突 起 部 １ ２ に 前 記 ワ イ ヤ ポ ー ト ６ の 他 端 側 開 口 ６ ｂ を 形 成 す る こ と に よ っ て
、 蠕 動 に よ っ て 前 進 す る 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ の 管 腔 に 対 す る 位 置 が 回 転 変 化 す る こ と を 確
実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 に 保 持 部 を 設 け て お く こ と に よ っ て 、 こ の ガ イ ド ワ イ
ヤ に 配 置 さ れ た 超 音 波 カ プ セ ル を 停 止 保 持 状 態 に し て の 超 音 波 観 察 や 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 引
き 戻 し て 一 旦 通 過 し た 目 的 観 察 部 位 の 再 度 の 超 音 波 観 察 等 を 行 っ て 、 特 定 部 位 の 詳 細 観 察
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 図 ５ に 示 す よ う に カ プ セ ル １ の 基 端 側 か ら 所 定 の 剛 性 を 有 す る 中 空 紐 部 １ ３ を 延
出 さ せ 、 こ の 中 空 紐 部 １ ３ 内 に 前 記 ス リ ッ プ リ ン グ 部 ９ 、 エ ン コ ー ダ ８ 、 駆 動 モ ー タ ２ か
ら 延 出 す る 信 号 線 １ ４ を ひ と ま と め に 挿 通 す る 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の こ と に よ っ て 、 前 記 中 空 紐 部 １ ３ を 押 し 引 き 操 作 す る こ と に よ っ て 超 音 波 カ プ セ ル １
０ を 矢 印 Ｃ に 示 す よ う に 進 退 移 動 さ せ て 特 定 部 位 の 詳 細 な 観 察 を 行 う こ と が で き る と と も
に 、 カ プ セ ル １ 内 に 設 け る 無 線 送 信 部 等 を 排 除 し て 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ の さ ら な る 小 型 化
を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
又 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 ワ イ ヤ ポ ー ト ６ の 一 端 側 開 口 ６ ａ を 前 記 カ プ セ ル １ の
半 球 状 端 部 に 形 成 し 、 他 端 側 開 口 ６ ｂ を 前 記 カ プ セ ル １ の 側 面 部 に 形 成 す る と し て い る が
、 ワ イ ヤ ポ ー ト ６ の 開 口 ６ ａ 、 ６ ｂ の 形 成 位 置 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 前 記 ワ
イ ヤ ポ ー ト ６ の 一 端 側 開 口 ６ ａ 及 び 他 端 側 開 口 ６ ｂ を そ れ ぞ れ 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 前
記 カ プ セ ル １ の 側 面 部 に 形 成 す る よ う に し た り 、 図 ６ （ ｂ ） 及 び 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に
前 記 カ プ セ ル １ の 半 球 状 端 部 に そ れ ぞ れ 形 成 し て 超 音 波 ユ ニ ッ ト ４ の 中 央 部 に 貫 通 孔 ６ ｃ
を 設 け た り 、 図 ６ （ ｄ ） に 示 す よ う に 前 記 カ プ セ ル １ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 す る 軸 に 沿
っ た 側 面 部 に 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 を 、 カ プ セ ル 内 に 超 音 波 ユ ニ ッ ト を 配 置
し た 超 音 波 カ プ セ ル と し て い る が 、 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 は 超 音 波 カ プ セ ル に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 カ プ セ ル 内 に 超 音 波 ユ ニ ッ ト の 代 わ り に 観 察 光 学 系 や 照 明 光 学 系 を 配 置 し た
内 視 鏡 カ プ セ ル で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ７ な い し 図 ９ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 ７ は 推 進 力 発 生 手 段 を 有 す る 超 音 波 カ
プ セ ル の 一 構 成 例 を 説 明 す る 図 、 図 ８ は 推 進 力 発 生 手 段 を 有 す る 超 音 波 カ プ セ ル の 他 の 構
成 例 を 説 明 す る 図 、 図 ９ は 推 進 力 発 生 手 段 を 有 す る 超 音 波 カ プ セ ル の 別 の 構 成 例 を 説 明 す
る 図 で あ る 。
な お 、 図 ９ （ ａ ） は モ ー タ の 駆 動 力 を ド ラ ム を 介 し て 螺 旋 溝 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ に 直 接 的 に
伝 達 す る 構 成 を 説 明 す る 図 、 図 ９ （ ｂ ） は モ ー タ の 駆 動 力 を 歯 車 列 を 介 し て ド ラ ム に 伝 達
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し 、 こ の ド ラ ム を 介 し て 螺 旋 溝 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ に 伝 達 す る 構 成 を 説 明 す る 図 、 図 ９ （ ｃ
） は 異 な る 構 成 の 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を 螺 旋 溝 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ に 直 接 的 に 伝 達 す る 構 成
を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 下 で 説 明 す る 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ に お い て は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 対 し て こ の 超 音 波 カ
プ セ ル １ ０ を 進 退 移 動 さ せ る 推 進 力 に 変 化 す る 推 進 力 発 生 手 段 を 備 え て い る 。 な お 、 そ の
他 の 構 成 は 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 同 部 材 に は 同 符 号 を 附 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ７ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 推 進 力 発 生 手 段 は 、 超 音 波 伝 達 媒 体 中 に 潜 行 し た 状 態 の 超
音 波 カ プ セ ル １ ０ を 移 動 さ せ る ス ク リ ュ ３ １ で あ る 。 こ の ス ク リ ュ ３ １ は 、 カ プ セ ル １ の
基 端 部 側 か ら 突 出 す る 軸 部 ２ ａ の 基 端 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
し た が っ て 、 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ に 設 け ら れ て い る 駆 動 モ ー タ ２ を 回 転 さ せ る こ と に
よ っ て 超 音 波 振 動 子 ３ が 回 転 す る と と も に 、 前 記 ス ク リ ュ ３ １ が 回 転 し て 超 音 波 カ プ セ ル
１ ０ は 超 音 波 伝 達 媒 体 で 満 た さ れ た 管 腔 内 を 移 動 し て い く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 、 超 音 波 カ プ セ ル に 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を 推 進 力 に 変 化 さ せ る ス ク リ ュ を 設 け
る こ と に よ っ て 、 超 音 波 伝 達 媒 体 で 充 満 さ れ た 管 腔 内 を 潜 行 す る 超 音 波 カ プ セ ル を ス ク リ
ュ の 推 進 力 で ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 わ せ て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
こ の こ と に よ っ て 、 超 音 波 カ プ セ ル が ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て よ り ス ム ー ズ に 移 動 し て 、 目
的 観 察 部 位 に 速 や か に 到 達 す る 。 ま た 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 回 転 方 向 を 逆 転 さ せ る こ と に よ
っ て 超 音 波 カ プ セ ル を 特 定 部 位 近 傍 で 適 宜 逆 方 向 に 移 動 さ せ て 詳 細 な 観 察 を 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 に お け る 推 進 力 発 生 手 段 は 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 対 し て
作 用 し て 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 対 す る 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ の 位 置 を 変 化 さ せ る カ プ セ
ル 位 置 変 化 手 段 で あ り 、 こ の カ プ セ ル 位 置 変 化 手 段 は 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 対 し て 密 着
配 置 さ れ る 挟 持 ロ ー ラ 部 ３ ２ で あ る 。 こ の 挟 持 ロ ー ラ 部 ３ ２ は 、 前 記 カ プ セ ル １ に 配 置 さ
れ た 所 定 の 摩 擦 力 を 有 す る 挟 持 用 ロ ー ラ ３ ２ ａ と 、 前 記 駆 動 モ ー タ ２ の 駆 動 力 が 軸 部 ２ ａ
を 介 し て 伝 達 さ れ る こ と に よ っ て 矢 印 Ｅ に 示 す よ う に 回 動 す る 所 定 の 摩 擦 力 を 有 す る 移 動
用 ロ ー ラ ３ ２ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。 前 記 挟 持 用 ロ ー ラ ３ ２ ａ と 移 動 用 ロ ー ラ ３ ２ ｂ と の
間 隙 は 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ を 所 定 の 押 圧 力 で 挟 持 し て 所 定 の 推 進 力 が 発 生 す る 間 隔 に
予 め 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
し た が っ て 、 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ に 設 け ら れ て い る 駆 動 モ ー タ ２ を 所 定 の 速 度 で 回 転
さ せ る こ と に よ っ て 超 音 波 振 動 子 ３ が 回 転 す る と と も に 、 前 記 挟 持 ロ ー ラ 部 ３ ２ を 構 成 す
る 移 動 用 ロ ー ラ ３ ２ ｂ が 回 転 し て 、 こ の 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ が 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 対
し て 自 走 移 動 し て い く 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の よ う に 、 超 音 波 カ プ セ ル に 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を ガ イ ド ワ イ ヤ に 対 し て 作 用 さ せ て 推
進 力 に 変 化 さ せ る 挟 持 ロ ー ラ 部 を 設 け た こ と に よ っ て 、 駆 動 モ ー タ を 駆 動 し て 挟 持 ロ ー ラ
部 の 移 動 用 ロ ー ラ を 回 転 さ せ て 超 音 波 カ プ セ ル を ガ イ ド ワ イ ヤ に 対 し て 移 動 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 に お け る 推 進 力 発 生 手 段 は 、 前 記 図 ８ と 同 様 に 、 ガ イ
ド ワ イ ヤ に 対 し て 作 用 し て 超 音 波 カ プ セ ル の 位 置 を 変 化 さ せ る カ プ セ ル 位 置 変 化 手 段 で あ
り 、 こ の カ プ セ ル 位 置 変 化 手 段 は 略 全 長 に 渡 っ て ス パ イ ラ ル 状 溝 ３ ３ ａ を 設 け た ガ イ ド ワ
イ ヤ ３ ３ と 、 前 記 駆 動 モ ー タ ２ の 駆 動 力 で 回 転 さ れ る 、 前 記 ス パ イ ラ ル 状 溝 ３ ３ ａ に 常 時
噛 合 す る 螺 旋 溝 ３ ４ ａ を 備 え た 、 回 転 部 材 で あ る ド ラ ム 部 ３ ４ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
し た が っ て 、 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ に 設 け ら れ て い る 駆 動 モ ー タ ２ を 所 定 の 速 度 で 回 転
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さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ が 回 転 を 開 始 す る と と も に 、 前 記 螺 旋 溝 ３ ４ ａ
を 備 え た ド ラ ム 部 ３ ４ が 回 転 す る 。 こ の と き 、 こ の ド ラ ム 部 ３ ４ の 螺 旋 溝 ３ ４ ａ が 前 記 ガ
イ ド ワ イ ヤ ３ ３ の ス パ イ ラ ル 状 溝 ３ ３ ａ に 噛 合 し て い る こ と に よ っ て 、 ド ラ ム 部 ３ ４ が 回
転 を 続 け る 間 、 こ の 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ が 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 対 し て 自 走 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の よ う に 、 超 音 波 カ プ セ ル に 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を 推 進 力 に 変 換 す る ス パ イ ラ ル 状 溝 を
有 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 及 び 螺 旋 溝 を 形 成 し た ド ラ ム 部 と を 設 け 、 こ の 螺 旋 溝 と 前 記 ス パ イ ラ
ル 状 溝 と を 常 時 噛 合 状 態 に し た こ と に よ っ て 、 駆 動 モ ー タ の 駆 動 に よ っ て ド ラ ム 部 が 回 転
す る こ と に よ り 、 ス パ イ ラ ル 状 溝 に 噛 合 す る 螺 旋 溝 を 有 す る ド ラ ム 部 が ガ イ ド ワ イ ヤ に 対
し て 移 動 し て 、 超 音 波 カ プ セ ル を ガ イ ド ワ イ ヤ に 対 し て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 前 記 ド ラ ム 部 ３ ４ と 前 記 駆 動 モ ー タ ２ の 軸 部 ２ ａ と の 間 に
複 数 の 歯 車 を 配 設 し て 構 成 し た 歯 車 列 ３ ５ を 設 け て 駆 動 モ ー タ ２ の 駆 動 力 を ド ラ ム 部 ３ ４
に 伝 達 さ せ る 構 成 を と る よ う に し て も よ い 。 こ の こ と に よ っ て 、 前 記 歯 車 列 ３ ５ の 歯 数 を
適 宜 設 定 す る こ と に よ り 、 こ の 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ が ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ３ に 対 し て 自 走 す る
際 の 速 度 設 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 図 ９ （ ｃ ） に 示 す よ う に ス パ イ ラ ル 状 溝 ３ ３ ａ を 有 す る ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ３ を 超 音 波
カ プ セ ル １ ０ の 長 手 軸 方 向 中 央 に 形 成 し た ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト ６ に 挿 通 配 置 す る と と
も に 、 前 記 駆 動 モ ー タ ２ の 代 わ り に 環 状 の ス テ ー タ ３ ６ と 突 出 部 ３ ７ ａ を 有 す る ロ ー タ ３
７ と で 構 成 し た リ ニ ア 駆 動 用 及 び 振 動 子 回 転 用 モ ー タ （ 以 下 、 第 ２ モ ー タ と 略 記 す る ） ３
８ を 配 置 し て 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
前 記 第 ２ モ ー タ ３ ８ を 構 成 す る ロ ー タ ３ ７ は 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ３ が 挿 通 す る 中 央 透 孔 ３
７ ｂ を 有 し て お り 、 こ の 中 央 透 孔 ３ ７ ｂ の 内 周 面 に は 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ３ の ス パ イ ラ ル
状 溝 ３ ３ ａ に 常 時 噛 合 す る 螺 旋 溝 ３ ７ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 ロ ー タ ３ ７ の 突 出
部 ３ ７ ａ に は 超 音 波 振 動 子 ３ が 配 置 さ れ る ハ ウ ジ ン グ ７ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の こ と に よ
っ て 、 前 記 ロ ー タ ３ ７ は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ３ を 回 転 さ せ る 、 つ ま り 前 記 軸 部 ２ ａ と 同 様
の 作 用 と 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ ３ ３ に 対 し て 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ を 自 走 さ せ る 作 用 と を 兼 用
す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の こ と に よ っ て 、 前 記 超 音 波 カ プ セ ル １ ０ に 設 け ら れ て い る 駆 動 モ ー タ ２ を 所 定 の 速 度
で 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 ロ ー タ ３ ７ の 突 出 部 ３ ７ ａ に 配 設 さ れ て い る 超 音 波 振 動
子 ３ が 回 転 を 開 始 す る と と も に 、 こ の ロ ー タ ３ ７ に 形 成 さ れ て い る 螺 旋 溝 ３ ７ ｃ が 前 記 ガ
イ ド ワ イ ヤ ３ ３ の ス パ イ ラ ル 状 溝 ３ ３ ａ に 噛 合 し て い る こ と に よ っ て 、 こ の 超 音 波 カ プ セ
ル １ ０ が 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ に 対 し て 自 走 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 を 、 カ プ セ ル 内 に 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ
せ る 駆 動 モ ー タ を 配 置 し た 超 音 波 カ プ セ ル と し て い る が 、 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 は 超 音 波 カ
プ セ ル に 限 定 さ れ る も の で は な く カ プ セ ル 内 に 超 音 波 ユ ニ ッ ト の 代 わ り に 観 察 光 学 系 や 照
明 光 学 系 を 配 置 し た 内 視 鏡 カ プ セ ル で あ っ て も よ い 。 そ し て 、 前 記 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 が
内 視 鏡 カ プ セ ル で あ る 場 合 に 、 推 進 力 発 生 手 段 を 必 要 と す る 場 合 に は 推 進 力 を 発 生 さ せ る
た め の 駆 動 モ ー タ を カ プ セ ル 内 に 設 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
尚 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る
。
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【 ０ ０ ５ １ 】
（ １ ） 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ る カ プ セ ル 内 に 観 察 ・ 診 断 若 し く は 処 置 等 の 医 療 行 為 を 行 う た
め の 装 置 を 配 置 し た カ プ セ ル 型 医 療 装 置 に お い て 、
前 記 カ プ セ ル の 所 定 位 置 に ガ イ ド ワ イ ヤ が 挿 通 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト を 設 け た カ プ
セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ ２ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト の 一 端 側 開 口 を 前 記 カ プ セ ル の 半 球 状 端 部 に 形 成 し 、
他 端 側 開 口 を 前 記 カ プ セ ル の 側 面 部 に 形 成 し た 付 記 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ３ ） 前 記 カ プ セ ル の 外 周 面 に カ プ セ ル 移 動 中 の 姿 勢 を 安 定 さ せ る 突 起 部 を 設 け た 付 記 １
に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ４ ） 前 記 突 起 部 に 前 記 他 端 側 開 口 を 形 成 し た 付 記 ３ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ ５ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト の 一 端 側 開 口 及 び 他 端 側 開 口 を 前 記 カ プ セ ル の 側 面 部
に 形 成 し た 付 記 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ６ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト の 一 端 側 開 口 及 び 他 端 側 開 口 を 前 記 カ プ セ ル の 両 端 部
に 位 置 す る 半 球 状 端 部 に そ れ ぞ れ 形 成 し た 付 記 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ７ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト の 一 端 側 開 口 及 び 他 端 側 開 口 を 前 記 カ プ セ ル の 長 手 方
向 に 対 し て 直 交 す る 軸 の 両 側 面 部 に 形 成 し た 付 記 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ８ ） 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ の ワ イ ヤ 先 端 側 に 所 定 の 大 き さ の 保 持 部 を 設 け た 付 記 １ に 記 載 の
カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ９ ） 前 記 カ プ セ ル の 一 半 球 状 端 部 か ら 細 長 で 所 定 の 剛 性 を 有 す る 中 空 紐 部 を 延 出 し た 付
記 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ １ ０ ） 前 記 中 空 紐 部 内 に 、 カ プ セ ル 内 に 配 置 さ れ た 観 察 ・ 診 断 若 し く は 処 置 等 の 医 療 行
為 を 行 う た め の 装 置 か ら 延 出 す る 信 号 線 を 配 置 し た 付 記 ９ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ １ １ ） 前 記 カ プ セ ル 内 に 、 こ の カ プ セ ル 内 に 配 置 さ れ た 観 察 ・ 診 断 若 し く は 処 置 な ど の
医 療 行 為 を 行 う た め の 装 置 を 駆 動 さ せ る 駆 動 モ ー タ を 配 設 す る と き 、
こ の カ プ セ ル 内 に 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 を 前 記 カ プ セ ル を 移 動 さ せ る 推 進 力 に 変 化 さ
せ る 推 進 力 発 生 手 段 を 設 け た 付 記 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ １ ２ ） 前 記 推 進 力 発 生 手 段 は 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 で 回 転 す る ス ク リ ュ で あ る 付 記
１ １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ １ ３ ） 前 記 推 進 力 発 生 手 段 は 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ に 対 す る 前 記 カ プ セ ル の 位 置 を 変 化 さ
せ る カ プ セ ル 位 置 変 化 手 段 で あ る 付 記 １ １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ １ ４ ） 前 記 カ プ セ ル 位 置 変 化 手 段 は 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ に 密 着 配 置 さ れ 、 前 記 駆 動 モ ー
タ の 駆 動 力 で 回 転 す る 挟 持 ロ ー ラ で あ る 付 記 １ ３ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ １ ５ ） 前 記 カ プ セ ル 位 置 変 化 手 段 は 、 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ の 略 全 長 に 渡 っ て 設 け た ス パ イ
ラ ル 状 溝 を 有 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 及 び 、 前 記 駆 動 モ ー タ の 駆 動 力 で 回 転 し て 前 記 ス パ イ ラ ル
状 溝 に 噛 合 す る 螺 旋 溝 を 形 成 し た 回 転 部 材 で あ る 付 記 １ ３ に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 装 置 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 目 的 観 察 部 位 へ の カ プ セ ル の 導 入 を ス ム ー ズ に 行 え
、 か つ 特 定 部 位 の 詳 細 観 察 に 適 し た カ プ セ ル 型 医 療 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ な い し 図 ６ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 構
成 を 説 明 す る 図
【 図 ２ 】 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図
【 図 ３ 】 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 に 特 徴 を 有 す る カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 使 用 例 を 説 明 す る 図
【 図 ４ 】 外 周 面 に 特 徴 を 有 す る カ プ セ ル 型 医 療 装 置 を 説 明 す る 図
【 図 ５ 】 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 の 応 用 例 を 説 明 す る 図
【 図 ６ 】 ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト の 配 置 位 置 例 を 説 明 す る 図
【 図 ７ 】 図 ７ な い し 図 ９ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 ７ は 推 進 力 発 生 手 段 を 有 す る
超 音 波 カ プ セ ル の 一 構 成 例 を 説 明 す る 図
【 図 ８ 】 推 進 力 発 生 手 段 を 有 す る 超 音 波 カ プ セ ル の 他 の 構 成 例 を 説 明 す る 図
【 図 ９ 】 推 進 力 発 生 手 段 を 有 す る 超 音 波 カ プ セ ル の 別 の 構 成 例 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … カ プ セ ル
２ … 駆 動 モ ー タ
３ … 超 音 波 振 動 子
４ … 超 音 波 ユ ニ ッ ト
６ … ガ イ ド ワ イ ヤ 挿 通 ポ ー ト
１ ０ … 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル
１ １ … ガ イ ド ワ イ ヤ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

(11) JP 2004-261357 A 2004.9.24



专利名称(译) 胶囊医疗器械

公开(公告)号 JP2004261357A 公开(公告)日 2004-09-24

申请号 JP2003054532 申请日 2003-02-28

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 内田優子

发明人 内田 優子

IPC分类号 A61B1/00 A61B8/12

FI分类号 A61B8/12 A61B1/00.320.B A61B1/00.C A61B1/00.610 A61B1/01.511 A61B8/14

F-TERM分类号 4C061/AA01 4C061/AA04 4C061/BB01 4C061/CC06 4C061/HH51 4C061/HH56 4C061/HH60 4C061
/NN10 4C601/BB02 4C601/BB14 4C601/BB24 4C601/EE09 4C601/EE11 4C601/FE01 4C601/FE05 
4C601/GA01 4C601/GA12 4C161/AA01 4C161/AA04 4C161/BB01 4C161/CC06 4C161/DD07 4C161
/FF14 4C161/FF15 4C161/GG28 4C161/HH51 4C161/HH56 4C161/HH60 4C161/NN10

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种胶囊型医疗装置，其能够将胶囊顺利地引入目标
观察部位并且适合于特定部位的详细观察。 解决方案：包括超声振动器
3的超声单元4布置在构成超声囊10的囊1内的预定位置，并且在超声振动
器3的周围提供超声传输介质5。 它是封闭的。 在胶囊1的行进方向的前
侧形成有供导线11插入的导线插入口6。 导线插入口6的一端侧开口6a形
成在胶囊1的半球形端的大致中央，另一端侧开口6b形成在胶囊1的侧
面。 超声单元4包括：振动器保持构件7，其内布置有超声振动器3；驱
动电动机2，其具有轴部2a；编码器8，用于检测驱动电动机2的旋转；以
及超声振动器3，其接收超声波。 回波信号主要由滑环单元9构成，该滑
环单元9经由电刷（未示出）传输。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/95112e9f-ab47-473f-a253-322b9d61f320
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033118849/publication/JP2004261357A?q=JP2004261357A

